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1． はじめに 
近年，船舶事故が多発している．船舶事故の内 7 割が小

型船によるものである[1]．事故を防ぐために必要な情報は
他船の位置，速度，距離である．これらの情報取得を目的

とした自動船舶識別装置(AIS)があるが，小型船舶にとって
AIS は高価で，普及しきっていないのが現状である．そこ
で，近年普及しているスマートフォンを用いた，安全対策

のために航海軌跡を取得するシステムがあれば普及してい

くと考えた．このシステムは，船舶情報をクラウドサーバ

ー上へ蓄積し，自動識別装置のマップへ船舶情報を表示す

ることで，船舶同士の位置を知ることができる．現在，蓄

積された情報の管理は管理者が手元のコンピュータで専用

の IDEを使用して行っている．この管理方法では，システ
ムの運用・保守を行うのに不便である．そこで，管理シス

テムを構築することで誰でも使用できる利便性の高い，管

理システムを作成した． 

2 ．システム概要 
本システムは，船舶へスマートフォンを搭載し，位置，

速度，方向，時間などの情報をクラウドサーバー上へ送信

する．そして，蓄積したデータをもとに自動識別装置のマ

ップへ船舶情報を表示する．蓄積された船舶情報は，情報

管理システムで管理する． 

図１ システムの概要図 

3．管理システムの機能 
（1）ソート機能 
 日時，船舶種類別，船名などでのソートによってテー

ブルが見やすくまとまる． 

図 2 ソート機能画⾯ 

 
（2）船舶情報の削除 
 不必要な船舶情報を簡単に削除することができる． 

図 3 船舶情報削除画⾯ 
（3）最新の船舶情報閲覧 
 常に最新の船舶情報を閲覧することができる． 

図 4 船舶情報閲覧画⾯ 
（4）出航時間，入港時間の自動判定 
 出航時間，入港時間の判断を自動で行う．連続的にデ

ータを取り続けているため一定時間，時間に空きがあ

ったときに出航時間，入港時間を判断する． 

図 5 出航時間，⼊港時間の判断⽅法 
（5）マップへ遷移 
 船舶情報がマップのどの位置に存在するかすぐに分かる. 

図 6 船舶情報からマップへの遷移の流れ 

4．まとめ 

現在の管理方法ではいくつか問題点があったが，システ

ムに管理用の機能が備わることで利便性が高くなり，シス

テムの運用・保守を効率的に行うことができる． 
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